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1．は じめ に

　本研究 は昭和61年12月〜62年11月 までの 毎月 1 日を目標として足利市に おい て打込 んだ コ ン ク リート供試 体 の

圧 縮強度 の 変化 を知 る こ と を主 目的 と し併 せて ヤ ン グ係数，長さ ・重量 ， ひ び割れの 発 生状況 も究 明す る こ とを

従 と して 実 験 した もの で ある 。

2．使 用材料　　　　　　　　　　 表
一1　使用セ メ ン トの 品 質

　 2．1　 セ メ ン ト

　 a ．普通 ポル トラ ン ドセ メ

ン ト （C 社製品）記号
“N ”

　b ．高炉 セ メ ン トB 種 （Y

社製品）記 号
“ BB ”

高炉 ス

ラ グの 分量 50％

　セ メ ン トは 1年 間，同 じも

の を使 用 した。保 存方法は品

質に 変化が お こ らな い よ う，

　　 表一2 　 使 用 骨 材 の 品 質

化　　　　　学　　　　　成　　　　　分　　　 （彩）
種　類 ’

9．10ssin501．Sio2　 Al203Fe203CaOMgOSQ3Na20K20R20

NBBO 。71
．10

．30
．222

．1　 　 5．0
26．4　 10．43

．12
．264

．D53
．3L63 。52

．02
．o0

．340
．230

。530
．認

0，690
。3B

比 表 面 稗　　　凝 　　　　　結 圧鏥強 さ （kgf1面 ）

種　類 比 重 （

て晶π軅 。丼
始　 発
（h−m ）

終　 結
（h−m ）

安 定 性
3　日 7　日 2B 日

NBB3 ．163
．033310

　　　 27．7
3750　 　 　 29．72

−352
−553

−454
−15

良

良

1491072541go418409

比 　　 　 重
単位容積重量
　 　 （kg／1）

ふ るい を通 る もの の 重量 百分率 （％）粗粒率
又は 最
大寸法

（皿 ）

ふ　る　い　目　の　呼　び　寸　法 （m ）種 　 類
吸水率

（％ ）
表　 乾 絶　 乾 棒 突 法

ジ ッ ギ
ン グ法 3025201052 ．51 ．20 ．60 ．30 ．15

川　 砂

川砂利

2．622

．572
．562

．522
．31
．91

。661
。6BL72L713

．325 一

100

一

100

一

67

一

3899180 一
54
一

28
一

11
一

2
一

降　 伏　 点 ．引　張　強　さ

種　 類 荷　　重
（t ）

応 力 度
（kgf価 ）

荷　　重
（t ）

応 力 度
（kBf〆皿の

伸
び

率
（％）．

破 〔注〕
断
箇
所

D191

　

　

2
　

　　
3

10。8011

．001LO5

37．738

．438

．6

16．0016

．3016

．30

55．856

。956

，9

29．624

．626

．5

BBA

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 表一3　 使 用 水 質

　表
一4　使用鉄筋の 品質

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　〔注〕 記号は JIS　Z　2241 （金属材料引張試験方法） 6．13に よ っ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表
一5

’‘NPP の 場合は普通 の 紙袋 入 りの 上 に ビ ニ
ー

ル 製 の 袋 を 2 枚 かぶ せ た もの を コ ン ク リート打込 み 日

購入 し実験室へ 搬入後速や か に 内側 に ゴ ム を張 っ た シ
ー

ト袋に 入れ さ らに 内

側lcブ リキ板を張 っ た セ メ ン ト箱 に，ま た
“BB ”

の 場 合は ブ リキ製の 缶 （

20kg入） IC詰 め た もの を購入 し実験室内で も比 較的乾 い て い る所 に ，そ れぞ

れ 保存 した 。

　2．2　骨材 ：鬼怒川産の 砂 及 び砂 利

　 2．3 　水 ： 自家用 水

　2，4　化学 混和剤 ： 主 成分が リ グニ ン ス ル フ ォ ン酸 カ ル シ ウ ム の AE 減水

剤 （NMB 社製品）

12月度

1月度

2 月度

3 月度

4 月度

5 月度

6 月度

7 月摩

8月度

9月度

10月度

11月度

昭61．12．1 （月）

昭62．1．7 （水）

昭62．2．1 （月）

昭62．3．』2 （月）

昭62．4 ．1 （水）

昭62．5 ．1 （金）

昭62．6．1 （月）

昭62．7 ．1 （金）

昭62．8．1 （土）

昭62．9．1 （水）

昭62．10．1 （木）

昭62．IL　2 （月）
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　 2．5　 鉄筋 ： SD30A （T 社製品）

　2，6　使用材料の 品質 ：表
一1〜4に示 す通 り，い ずれ も JASS 　 5の 品質規定 を満足 して い る 。

3．実験 計画

　 3．1　 コ ン ク リート打 込 み 日 ：表
一5 に 示 す。

　 3．2　実験 の 項 目と方 法

　 a ．ス ラ ン プ ：JIS　A　1101 （コ ン ク リートの ス ラ ン プ試験）に よ っ た 。

　
b ，空 気量 ：JIS　A 　1128 （ま だ固ま らな い コ ン ク リ

ー
トの 空気量の 圧力に よ る試 験 （空気室 圧力 方法）） に よ

っ た。

　 c 。ワ
ー

カ ビ リチ ー： ス ラ ン プ試験に おけ る コ ン ク リートの 状 態か ら判定 した 。

　d，圧縮強度 ： JIS　A　1108 （コ ン ク リ
ー

トの 圧 縮試 験方法 ） に よ っ た 。

　e ．ヤ ン グ係数 ：圧 縮強度 の 測 定時 に コ ン プ レ ッ ソ メ
ー

タ
ー

を 用 い て 歪を測 定 し，最大荷重 の 1／3に お け る点

の ヤ ン グ係数を求め た。

　f，長さ変化率 ：JIS　A　1129 （モ ル タル 及び コ ン ク リ
ー

トの 長 さ変化 試験方法 （コ ン パ レ ー
タ
ー法）） に よ っ

た。な お．供 試体 に は表 一4 に 示 す鉄筋 を
一

本 中心 部 （水平）に 埋込ん だ。

　9 ．重量変化率 ：長さ変化率の 測定 時 に併せ て 0．1g まで 測定 で き る直示 天秤を用 い て 重量 を測定 し，変化率

を算出 した 。

　h ，ひ び 割れ 発生 状況 ：上記 f の供試体に っ い て，ひ び割 れ発 生の 有無及び ル
ー

ペ に よ っ て そ の 幅 を測定 した。

　3。3　 目標 と した コ ン ク リ
ー

トの 調合

　a ．氷 セ メ ン ト比 ： F2s を 225　kgf／  と した た め に
“N ”

を62％ ，

“BB ’卩
を58％，と した。

　b ．ス ラ ン プ ：す べ て 18  と した 。

　c ．空気量 ： すべ て 4％ と した。

　3．4　 コ ン ク リートの 練 りまぜ お よび供試体の 作 り方

JIS　A 　 1138 （試 験 室 に お け るコ ン

ク リ
ー

トの 作 り方 ） に準 じ，容量 100

6 の 強制撹拌 ミキ サ を用い て 練 り混ぜ

た。 供試体は JIS　A 　1132 （コ ン ク リ

ー
トの 強度試験 用供 試体 の 作 り方）に

準 じて作 っ た。な お．供試体の 形状寸

法は，圧縮強度 及 びヤ ン グ 係数 は 直 径

1D  高 さ20c皿 の 円柱 を用 い，長 さ・重

量変化 率及び ひ び割れは 10× 10x40c 皿

の 角柱iCか ぶ り厚 さを35皿 と した SD

30A の 鉄筋 1本を水平に 埋込ん だ。ま

た骨 材は 表乾状態 と して 用 い た。

　 3．5　 養生条 件

写
一1　現場封かん 養生 （

一
部現 水含 む）風景

　本実験研 究の うち．圧縮 強度 及 びヤ ン グ 係数を測 定す る供 試体 の 養生 条件 は JASS 　5 と同 様 で，下記 の 通 り

で ある。また．長 さ ・重量 変化率及 び ひ び割れ を調 べ る供 試 体は下記 b． c ．に 示す同 じ屋外 に 放置 した 。

　 a ．標準養生 ：記号
“
標準

”

　b．現場水中養生 ： 記号
“
現 水

pe

　c ．現 場封かん 養生 ：記号 “

現封
”

（写
一

工参照）

4．実験結果 と検 討

　表 一6 〜11及 び図
一1〜9 に 示 し，以下に 検討す る。 な お，表 一6お よ び表

一8 の 数値 は供 試体を置い た 場所 に

設 けた百 葉箱，風 向風 速 計， 自記雨量計か ら求めた。
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表一6 　 供 試 体 を 養 生 ・放 置 し た 場 所 の 気 象 条 件

12月 1月 2 月 3月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

最　 　高 11。OO9 ．109 ．7212 ．8019 ．2723 ．9227 ．0230 ．2330 ．0125 ，6621 ．8615 ．05
温 　 度

　　（℃）
平　　均 5。393 ．OO4 ．007 ．3712 ．7818 ．172L5225 ．6925 ．7321 ．7817 ．839 ．95

最　 　低
一

〇．18 一2．54 一〇．95 旦．605 ．9212 ．1316 ．4122 ．1322 ．251B ．5012 ，534 ．74

平　　均 64．559 ．764 ．663 ．661 ．468 ．271 ．579 ．7Bl ．882 ．277 。973 ．2湿　　度

　　（％） 最　 　小 42．333 ．038 ．538 ．734 ．943 ．648 ．559 ．163 ．762 ．555 ．949 ．3

平　　均 2．262 ．562 ．482 ．672 ．372 ．102 ．071 ．92 亘．941 ．68 星．651 ．92
風 　　速

（m ／s）
平均最大 4．715 ．置25 ．055 ．674 ．744 ．524 ．374 ．063 ．843 ．503 ．364 ．15

瞬間最大 9．3710 ．0811 ．549 ．158 ．458 ．007 。927 ．477 ．476 ．696 ．338 ．29

降　水　量　（皿 ） 54．511 ．530 。568 ．511 呷077 ．095 。5221 ．0119 ．0243 ．585 ．557 ．5

　　　　　　　　　　　　　　 表 一8　 現場 水中・現 場封 かん養生

　4．1　足利市の 気候　　　　　　　　　した と きの平均気 温 （℃）

　足 利市は栃木県南部の 都市

で 渡良瀬川 の 沿岸 に 位置 して

い る。 気候はお おむね温 和で

表 一6 か ら求め る と 1年間の

平均の 気 温 は 14．4℃，湿度は

70．7％， 風速 は 2．14rn／s，年

間の 降水量 は 1，075皿 で あ っ た。

　 4．2　 ワ
ーカ ビ リチ

ー

　 打込 ん だ コ ン ク リ
ー

トの ス

ラ ン プは18．5〜20．5c皿 で 目標

ス ラ ン プ の 18．0  よ り，い ずれ も大きく， ま た空気量 は3．1〜4．5％ で

目標空 気量 4．0 ± 1 ％の 範 囲 に 入 っ て い る。ワ
ー

カ ビ リチ
ー

は い ず れ

も良好 で あ っ た （表
一7 参照）。

　 4．3　 圧 縮強度

　 a ．標準養生 （20± 1℃の 水中養 生） の 圧 縮強度 は 図一1 お よび図

一4 に示 した 通 り材令 7 日圧縮 強度 の 平均値は
“N ”

が148kgf／cdi，

“BB ”
が 121kgf／c ，材令28日の 圧縮 強度 の 平均値は

“N ”
が234kgf

／祕 ，

“BB ”
が 252kgf／cdiで，目標とした225kgf〆団 を 2種 類 の セ メ ン

トとも上 廻 っ た が，個 々 に み ると225kgf〆c』を下廻 っ たの は
“N ”

が

1／12 （不 合格率8．3％），

“BB
”

が 0 （不 合格率 0 ）で あ っ た。材 令

91日の 圧 縮強度 の 平均値は
“N ”

が 261kgf／cdi，　
t‘BB ”

が 318kgf／cdi

で あ っ た。こ の こ とか ら短期 材令 （7 日） で は 2種 類 の セ メ ン トの う

ち，
”N ”

が20％程度 大 き く．材 令28日で は ほ ぼ同 じ，

月　　度 7　 日 28　 日 9旦　日

61．12月 6．735 ．544 ．07
62．1月 4．542 ．635 ．67
62．2月 1．171 ．847 ．02
62．3月 6．247 ．68L3 ．35
62．4月 11．7612 ．8515 ．52
62．5月 16．4017 ．9821 ．61
62．6月 亘8．9421 ．5524 ．36
62．7月 21．9425 ．1524 ．52
62．8月 25．7926 ．0821 ．30
62．9月 25．7123 ．1017 ．29
62．10月 19。3417 ．3610 ．63
62．11月 且0。908 ．385 ．55

表
一7

実際に 得られた コ ン ク リ
ー

ト調合

月度

種

類

水セ

メ ン

ト比

（％）

ス ラ

ン プ

（c目）

空
気
量

（％）

ワ
ーカ

ビ リチ

ー

61。
12月

NBB625820 ．520
．54

」

4．4
良

良

62．
1月

NBB625B20 ．520
．54

．34
．3

良

良

52．
2月

NBB625820 ．519
．o4

．14
．1

良

良

62．
3月

NBB625819 ．519
．o4

．54
．0

良

良

62．
4 月

NBB625819 。519
．04

．24
．3

良
良

62．
5月

NBB625819 ．518
．53

。14
．6

良

良

62．
6月

NBB625819 ．519
。O4

．24
．5

良

良

62．
7月

NBB625820 ．520
．O4

．04
．3

良

良

62．
B月

NBB625820 ．020
．O4

．14
．0

良

良

62．
9月

NBB625820 。520
．54

．24
．1

良

良

62．
10月

NBB625319 ．519
．54

．34
．1

良

良

52．
11月

NBB625820 ．520
．54

．34
．3

良

良

〔注 〕　 N の S／a は48．1％．単位水量は

　 　 173kg ／di程度で あ る。また BB の

　 　 S／a は47．7S ，単位水量 は166kgX
　 　   程度で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長 期材 令 （91日）で は
“BB ”

が 20％程度 大 き くな り，

従 来か らい われて い るよ うな強度 発現 の 傾向が認 め られ た 。 すなわ ち，こ の傾 向 は高炉 セ メ ン トに 含まれ て い る

高炉ス ラ グとア ル カ リ刺激材 との 化学反応 の 遅速 に 起因 して い る 。

　また，冬場の 圧縮強度が若干低 く，夏 場 の それが 若干 高 い理 由 は 材料は 20℃に 保ち ． しか もコ ン ク リ
ー

ト打込

み 後型 わ くご と速 やか に 20℃恒温 室へ 移 したが温度 調整 して い な い 練 り混ぜ 時の 実験室内の 影響が 現われ た もの

と考え る 。 な お ，
バ ラ ツ キを示す標 準偏 差 ・変動係数は 系統だ っ た傾向が認 め られ なか っ た。

　b．図一2お よび図
一5 に 示 した標準養生 の 圧 縮強度 に対 して 同

一
材令に お け る現 場水 中養生 の 圧 縮強度が 95

％ 以上の 月は 表
一10に 示す 通 り材 令 7 日で は

“N ”。“BB
”
．と も 5 月〜10月．材令28日で は．

”N ”
が 5 月〜9

月，
“BB ”

が 4月〜11月， 材令91日で は
“N ”

が 全月に 対 して
“
BB

”
が 4月〜9 月で あ り，“BB ”

は
“N ”
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表
一9　養生 条件 の ちが い によ る圧

　縮 強度 の 差 （捕正 値）
』
（kgf／cdi）

月度 種類 T28 ω T28 ・｛21Tgr ｛巳｝

61．
12月

NBB24815561 　817

62．
1月

NBB331005981 28

62．
2 月

NBB3 診

正oo5885

一　 6
−　 20

62．
3月

NBB21332353 一　 6
−
　　3

62．
4月

NgB 　　 20
−　 181839

一　 12
−　 4e

62．
5月

NBB 　　　 4
−　 181923

一
　 31
−　 5 玉

62．
6 月

NBB 　　　 2
一　 三9

且6

…D

一　 34
−　 49

62．
7月

NBB 一　 18
−　 24

71 一　 34
−　 52

62．
8月

NBB 一　 三7
−　 31

74 一　 10　　　−−　 32

62．
9月

NBB 一　 18
−
　 29

64 一　 n
−
　 32

62，
10月

NBB 　　 13
−　 13182Q

　　 10
−　 　3

62，
玉1月

NBB 　　　19
−　 　61852

夏219

400

圧

　 　300
縮

強

度　2ga

（F｝

　 　 　丗 窃

（kgf／c団）

材令 標 準偏 差 （kgf〆の 変動係数棚

9王目 8．7 4．0
23日 7，7 3．3一
7 日 ！2．5 8，5

　　　　　　　　 材令91日
250253255一鵯一 一

　　　　　 平均値261kgf／祕
272279 ・・ 26525725 ！

ε59269

一 繝 瓢
勲

噸 鶲 も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一
鵬

総 硬鞴：島攜

（普通 ボル トラ ン ドセ メ ン ト．標準養生 ）

〔注〕
【工〕T28 　＝標準養生28日田 陥強度一
　 　 　 　 現場水中養生28日圧縮強度

t2｝T28 「‘標準養生28日圧縮強度一
　　　 　 罰場封 かん 養生 28目圧繪強度

｛3）T91t 一標準養生28日圧縮強度
一

　　　 　 現場封かん 養生91日圧 縮強度

本表中の 負の 植 は圧縮強度が その 値だけ上廻
って い る こ とを示 し，正 の 値は逆に 圧縮強度
が 不足 して い る こ とを示す。

よ り気温 に よる 影響 を受け る とい え よ う。ま

た，図
一3 お よ び図

一6 に 示 した 標準 養生 の

圧縮 強度 に 対 して 同一材令 lcts け る現 場封 か

ん養生 の 圧縮強度が95％以 上 の 月は表一10に

示す 通 り材令 7 日で は
“N ”

が 4 月〜IO月
“BB ”

が 5月〜10月， 材令28日で は ，

‘LN ”

が 7 月〜9 月
“BB ”

が 6 月〜9月，材令91

日で は
“N ”

は 5 月〜8 月．
t’BB ’±

はな い 。

母

縮

強

度

 

3De

12　1　 2　3　4　 5　 6　 ？　8　9　組　11
　 　 　 　 　 打 込 み 月 　 　 （月度 ）

図一1　 打込 み月度 と圧縮強度との 関係

2eo
　　

108
（kgf／c団）

圧

縮

強

度

鰰

（  rノ

）

12123456789 ！011

　　　　　 打 込 み 月 　 　 （月度）

図
一2　打 込み 月度 と圧縮強度 との 関係

竃2　　重　　2　　3　　4　　5　　6　　マ　　8　　9　　10　　1茸
　 　　　　 打　　込　　み　　月　　　　　　　　 （月度）

麟 一3　 打込 み月 度 と圧 縮強度 との 関 係

こ の 理 由は比 較 した
“ BB ”

の材 令91日標 準養生 の 圧縮強度 が大 きい ためで あ る。 ま た材令 7 日，28日，91日全

部の 現場水中養生 の 圧縮強度に対する 現場封か ん養生 の 圧縮強度比 の 平 均を求 め ると
“N ”

がO．96に 対 し∫
‘BB ”

も0．96で 同 じで あ っ た。各材令 ごとにみ る と材令 7 日で は
“N ”

が1．D3に 対 し
“BB ”

が1．O＆ 材令28日で は

“N ”。“BB ”
と もに O．93．材令91日で は

‘‘N
”

が 0．91に 対 し
“
BB

”
は 0．88で あ る。

　 c ．上記 b 項は同
一
材令の 圧縮強度 に比較 した傾向を述べ た が，表

一9 は JASS 　 5 で い う よ う に 標準養生材

令28日圧 縮 強度 か ら現場 水中養生 材令28日圧縮強度を差 引 い た値を
“T28”とし，標準養生材令28日圧縮強度か

ら現 場封 か ん養生材 令28日圧縮 強度 を差 引い た値 を
‘’T28 ’”

とし．標準養生祕令28日 圧縮強度か ら現 場封か ん

養生 材令 91日圧 縮強度 を 差 引い た値 を
“Tgl ’”

と した もの を．そ れ ぞ れ 示 し た もの で あ る。同表 をみて 次の よ

うな こ とが い え よ う。先ず
“T2S”の 場合

‘’N ”
が

“BB ”
よ り有利な月は12月〜3月の 4 ケ 月に 対 し

“BB ”

が
．“N ”

よ り有利 な月は 4 月一“11E の 8 ケ 月で ある。
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　 次 に
“T28 ’”

の 場 合
“N ”

が
“
BB

”
よ

り有利 な 月は12月〜5月， 10月〜11月の 8ケ

月 に対 し
1‘BB ”

が
“N ”

よ り有利な 月 は 6

月〜9月 の 4 ケ月で あ る。

　最後に
“T91 ，

　
’

の 場合
“NF，が

“BB ”

よ り有 利 な月 は12月〜2月，11月 の 4ケ 月 に

対 し，

“BB ”
が

“N ，，
よ り有利な月は 3 月

〜10月 の 8 ケ月 で あ る。

　 表一9ic示す値は同表 の 脚注 に も示 した通

り補正 値で，正 の 値 は調合 設計 時 に設 計基準

強度 に そ の 値 を加え る こ とに よ っ て 調 合強度

に な るもの とい えよ う。

　 d ．ヤ ン グ係数 は図
一7 に 示 した 通 りで セ

メ ン ト種 類，養生条 件 に か か わ らず 日本 建 築

学会鉄筋 コ ン ク リー
ト構 造 計算規準 で 使 用 し

て い る式を満足す る こ とが本実験研 究よ り明

確 とな っ た。

　 e ．長 さ ・重量変 化率 は62年 1月 度 ic打込

ん だ コ ン ク リ
ー

ト供 試体 lcつ い て の み 図 一8

〜9に 例示 したが，セ メ ン ト種類に よ る 差違

は小 さ く，乾 燥期間中 は 降 雨等 の影 tWicよ っ

て若 干挙動 して い る よ うで ある 。

　 f．上 記 e ．の コ ン ク リ
ー

ト供試体に発生

した ひ び割れ本数は 表一U に 示 した通 り乾 燥

期間6 ケ月よ り12ケ月 の 方が 多いが，本数と

ひ び割れ 幅との 関係 は と くに 認め られなか っ

た 。 また ，
セ メ ン ト種類に よる差違は小さい

よ うで ある 。

5，結　 論

　本硬 究 は昭＊n61年 12月〜62年 11月 まで の 毎

月 1 日を 目標 に 打込 んだ ワ
ー

カ ビ リチ
ー

の 良

好な コ ン ク リ
ー

ト供試 体 を現場 水中養 生 な ら

びに 現場封か ん 養生 した ときの圧 縮強度の 変

化 を知 るた め に標 準養 生 の 圧縮 強度 と 比較 検

討する こ とを主 に 併せ て 他 の 諸性 質 も究 明 し

　　 表
一10

40il

圧

　 　 　3so
縮

強

度　 20D

〔F）

　 　 　IDD
（kgf／  ）

材令 標準偏差 （hgf〆di） 変動係数醐
．

9旧 16 ．3 5
 
1

28日 12 、2 4，8
7 日 11 ．O 9、1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　平均値318kgf／面

一一．＿
・1・ 蕁23

−
，，岬 」想 、，、．響 ・馬 。，．

2933el　 303　　 材令91日　　　　　　　 263253

；麟瑟
一
云・羈計

2

配編藷
冒

　　　　　　　　　　　　　12・ 8“ 138L2
・　 tt6

U2 、。マ

ー
訂 11・脚 〜『・2・

｝
℃ 皐磊12Mi

一
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234561891011
　 打 込 み 月 　 　 （月度）

打込 み 月度 と圧縮強度 との 関係
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打込 み 月度 と圧 縮強度 との 閼係

12123456789 ．to 萋1
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．
（月度 ）

図一6　 打 込 み月度 と圧縮強度 との 関係

標準養生の 圧縮強度を 100と した場合の 現加 現封の 割合 （％）

材 　令　 7　 日・材 　令　2B　日 材 　令　91 日 材 　令　 7　 日 材 　令　28 日 材　令　91 日

月度 種類
現　水　現 　封 現 水 現 　封 現　水 現　封

月 度 種類
現 　水 現 封 現 　水 現 　封 現　水 現　封

6星．
ユ2月

NBB85659087896676749684877662 ．
6月

NBBlooll710212099io79396108
正D9

三〇992

62．
1 月

N8B82598160855874669884887662 ．
7月

N
昼8100 重20101 重28107 鐙 997 芝oo111 蓋11

二〇〇
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62．
2月
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8月

NBB1 亘7131117129 夏071119799 置051079692

62．
3月
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9月

NBB112n81171221081U9798105
止039489

62．
4 月

NBB9092106949 正

1079284lDO102948962
．

10月
NBB10 σ

117101121941059292100898883

62．
5 月

NB
…3
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上0510012098107ga9 星
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た 結果．次の よ うな こ とが 明確 に

な っ た。

　 a ．標準養生 の 場合，材 令28日

の 圧 縮強度 は 使用 した セ メ ン ト

“N ”・“BB ”
と もほ ぼ同 じだ と

“BB ”
の 方 が 材令 7 目で は20％

程度 小 さ く，材 令91日で は 逆 に 20

％程 度大 き い 。 こ の 理 由は高炉 ス

ラ グ とア ル カ リ刺 激材 との 化学反

応 の 遅速 に よ る 。

　 b．標準養生の 圧縮強度に 対し

て 同一材 令 に お け る現場 水 中養生

や 現場封か ん 養生 の 圧縮強度の 方

が大きくな る月がある。

　 c ．JASS　 5で い うよ うな コ ン

ク リ
ー

ト強度 の 気 温 に よ る補正 値

の 一例 を求 め るこ とがで きた （表

一9参照 ）。

　 d ．ヤ ン グ係数 は 日本建築学会

鉄 筋 コ ン ク リート構造 計算規 準で

使用 して い る式が満足す るこ とが

確認 した。

　 e ．長さ ・重量変化率は ， 打込

ん だ月に よ っ て 気温 ・湿度 ・降雨

量 等が 異な る の で 多少挙 動が 異 な

る。しか し，発生 す るひび割 れ は

乾燥期 間が 長 い ほ ど多 くな る が打

込み 日およ びセ メ ン ト種類の 差違

は 小さい o

　 f．総 じて 本 実験 研究結果 の う

ち， 普通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン トお

よ び高炉セ メ ン トB 種を用 い た コ

ン ク リート圧 縮強度の 変化の 程度

は気温 に よ る補正値を知るた め の

一
資料 に な る と思 われ る。今 後 さ

らに 実験研 究 を重 ね，詳細 な資 料

を得 る予定で ある。

　気温 ・測定 ・整理 を は じめ，種

々 の 実験研究IC本学卒業生 　山崎

茂 ・佐 々 木康 博 ・高 嶋寛 ・毛 塚裕

巳 4 君 を は じめ，多 くの方 々 の ご

協 力 をい た だ い た こ とを付記 して

謝 意を表する。
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図一8　長 さ変 化率 （打込 み ：昭62．1月度）
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囲
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●
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普通 ボル ト ラ ン ドセ メ ン ト
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図一9　 重 量変 化率 （打込 み ； 昭62．1 月度）

表
一11　 ひ び 割 れ 発 生 本数

打込 み月度 61．12月 62．1月 62．7月 62．8 月 62．9月 62．10月 62．11月

種　 　 類 NBBNBBNBBNB8NBBNBBNBB

WIC （％） 6258625862586258625862586258

6 ケ 月 11433232111112本

数 12ケ月 5410888 ・64734475

〔注 〕本表の 数値 は 2本の供試体の 両側面 （面積 は全 部で 0，16  ） の合計を示 し，
　 　ひ び割れ幅 はO．02・−O．12anで ある。
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